
小清水町さけ・ます釣りルール（案）への意見募集結果について 

 

 

１．意見募集の状況 

（１）募集期間 令和６年８年１６日（金）から令和６年８月３０日（金） 

 

（２）閲覧場所 町公式サイトへ掲載 

・小清水町役場 

 

（３）意見提出者 ２名 

 

（４）提出方法の内訳 

持 参 郵 送 FAX Email 合 計 

０ ０ ０ ２ ２ 

 

２．意見の種類 

意見の種類 件数 

要綱案・制度案に対する意見 ２ 

その他の意見 ０ 

 

 

３．意見の内容と町の考え方・対応 

１ 意見の内容 釣りを楽しむ方にも一定の配慮がある良いルールと思いま

す。サケマス釣りを巡る課題は安易に高価な魚が釣れ、その

ことで集中する釣り人が発生させる問題は地域的な課題を

超えていることからも北海道や国にも働きかけるべきと思

います。 

町の考え方・対応 釣りに関する問題は広域的な事であることから関係機関と

協力関係を築き、漁業関係者並びにルール・マナーを遵守頂

いている釣り人が納得できるルール制定に努めてまいりま

す。 

 

 

 

 



２ 意見の内容 「釣り竿３本・持ち帰り３尾」について、多い・少ないで意

見が分かれるところであるが「釣り竿５本・持ち帰り５尾」

が適切ではないか。 

町の考え方・対応 釣り竿や持ち帰りの数量については、近隣市町村とも議論が

行われ、ルールを作成する上で実施された意見聴取では釣り

人からの要望として「３本・３尾」が最も多く、次いで「５

本・５尾」となっています。他市町とも足並みをそろえる形

で「３本・３尾」の共通ルールで運用を開始し、次年度にお

ける修正点や内容を見直す際の参考とさせていただきます。 

意見の内容 ライセンス制の導入について、1 シーズン 1,000 円等の利用

しやすい金額水準を保ちつつ、「清掃員・管理人の巡回」等

の維持管理費、人が常駐することによる「不正行為・犯罪行

為の抑止」に繋げて、禁止にする方向ではなく観光の一環と

して、地域に経済貢献する仕組みを考えてよいと思う。 

町の考え方・対応 今後、ライセンス制の導入は検討する課題であると考えてい

ます。多くの諸外国で導入されているライセンス制ですが、

日本で運用する場合は市町村のみで実現できないため、都道

府県・国と連携が必要です。そのため、本ローカル・ルール

は近隣市町村や関係機関と協力し、市町村レベルで対応可能

なことから取組みを始め、広域で適用されるルールへ発展さ

せることも視野に入れて考えています。将来的により良いル

ールで運用できるよう取組んでまいります。 

 

 


